
  

 

 

 

 

 

 

 

夏休みを終え、逞しくなった小中生の姿がこの学び舎に戻ってきました。この夏部活動では、名門小山中として

大活躍し、三年生が最後の大会に全力で取り組む様子に、私もたくさんの感動をいただきました。また、一年生二

年生が、伝統をしっかり受け継ぎ、元気に活動する姿勢に安心しました。（裏面褒章記録） 

 各家庭での安心感を基盤に、それぞれが学習面にも目標を掲げて努力し、自分自身を客観視する「メタ

認知力」がアップした夏休みになったことと思います。また、休業中も「SDGｓで花火を上げるアルミ缶

回収」に御協力を賜り感謝申し上げます。小中祭での夜空が今から楽しみです。 

 いよいよ志高く学ぶ小中生の実りの秋、78 日間の 2 学期が始まりま

した。本校三大行事の一つである小中祭のスローガンも「あの笑顔をも

う一度～笑（ショウ）タイムの始まりだ～」に決まり、４年ぶりの合唱

コンクール開催に向けて、各学級取り組み始めました。５類への移行を

踏まえ、感染症対策を講じながらコロナ禍での制約前の宝物のような時

間が生み出す「笑顔」に満ちた日々となりますよう今学期も、皆様の御

協力をお願い申し上げます。今号では、「本気・根気・元気」の決意表明の下、「前

進（新）」する生徒の様子を掲載します。  
 

 

９／１ ２学期始業式 ～学校長式辞（要旨）～   

残暑のため、教室に映像を配信して式を行いました。

始業にあたりまず、一流の“当たり前”を目指し続け

るとともに、小中プライドでメタ認知力を高め続ける

ことを生徒と共に確認しました。 

 次に、今学期1，2年生は様々な活動が3年生からバトン

タッチされること、3年生は中学校生活最後の 2学期が始

まりそれぞれの飛躍が期待される中、なかなか調子が出な

い時は、あれこれ考えているより、まずは始めることが大

切なので、“とりあえず1分作戦”を紹介しました。 

そして、自分で自分を守らせるルールや目標を定めて

行動すること、自分を律する大切さを話しました。エピ

ソードとして、事業に失敗し、65歳を過ぎてからたった

一人でケンタッキーフライドチキンをレストランに売り

込み 1,000軒以上も断れても諦めることなく売り込みを

続け、ついに事業に大成功を納めたカーネルサンダース氏 

の言葉、“できることは全

てやれ”“やるなら最善を

尽くせ”という自ら掲げ

たルールを紹介しました。 

「“志高く、本気・元

気・根気”で、“できるこ

とは全てやろう、やるな

ら最善を尽くそう”そし

て、苦しいときは、“とり

あえず1分から”、さあ、

78日間の 2学期の始まりです。あなたはどう変わりま

すか」と問いかけて締めくくりました。 

代表生徒の作文発表 ～ ２学期の抱負 ～       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ５号 

 
令和 5年度 小山市立小山中学校 

【自主】【健康】【奉仕】 
〈教育目標〉 

志高く 夢叶える 小山中 ～「本気」で 「元気」に 「根気」強く 共に挑戦できる学校づくり～ 

令和５年９月２０日発行 

小山中学校長 

林  剛 

登校時の様子（愛校心） 

有志による落ち葉掃き 
 

第 1学年代表（要旨）○○さん 

「２学期頑張りたい 1つ目は定期テスト。自分

に合った勉強法を見つけ、振り返りと分析をし

てテストに臨みます。2つ目は部活動。大会で

よい結果を残せるよう練習に全力で取り組みま

す。また、活動を通して協力し合うことや最後

まで諦めないことの大切さを学びたいです。三

つ目は学校行事。1学期、学級委員として雰囲

気のいいクラスづくりに貢献できたので、2学

期は中央委員として、継続して“ハロープロジ

ェクト”で明るい挨拶を推進し、小中祭の合唱

コンクールや舞台発表、駅伝大会の取組を通し

てクラスの団結力を高めるなど、全てに尽力

し、充実した学期にしたいと思います。」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１st第 2回定期テストへの取組、全国学テの学習状況から     

 
 
 
 
 
 

9 月 7 日、8 日に１ｓｔステージ第２回定期テス
トを実施、テスト前２週間の学習時間調査から、1学
期の調査と比べ、部活動を引退した３年生の学習時
間が圧倒的に長く、受験生としての意識と自覚の高
さをうかがえる結果となりました。 
過日 3年生対象に実施した全国学力学習状況調査

の学力との相関を調査する「学習状況調査結果」か
ら、本校生徒は、全体として以下のとおり大変良好
な学習の状況であることが分かりました。 

 

①「肯定的回答」が全７２項目中６２項目全国平均を上回る 

⇒地域、ご家庭を始め本校生徒の教育環境が極めて良好 

②「先生はよいところを認めてくれる（＋6.0）」「自分にはよいとこ

ろがある（＋９.１）」「将来への夢や希望を持っている（＋７.３）」等 

⇒『志高く夢叶う小山中』を掲げる本校で、学びを支え

る親和的な環境の中、自己肯定感が育まれている 

③「計画を立てて勉強している（全国比＋９.２）」「分かった点や分

からなかった点を次の学習に繋げている（全国比＋８.５）」等 

⇒本校生徒の主体的対話的で深い学びを実現するため

の「学びのメタ認知力」が育まれている 

 

 

９／１２第 2回避難訓練実施、「挨拶ロード」通行開始  

関東大震災から 100年を迎えた今月、天災はいつ起こ
るか分からないとの認識の下、大地震発生を想定して、 

予告無しで、昼休み避難訓練を実施しました。生徒
は、自分で判断したその場から安全に校庭を目指せ
る経路（自助）で避難し、点呼を完了でき流石でした。 
 また、7 月から通行止めとしていた校庭東側通路
（通称「挨拶ロード」）について、三回にわたる剪定
作業を経て、この日市教育委員会とともに安全確認
ができましたので、放課後から通行止めを解除しま
したが、「自助」の観点から、朝の登校時等状況によ
っては自ら迂回を判断するよう生徒に確認しました。 
 
 
 
 
 
 
 

 

９／１３ 「学校保健委員会」に各部代表参加      
 
生徒の健康の保持増進を
図るための法律に基づき実
施する「学校保健委員会」を
今年度は生徒主体で行いま
した。「健康は足元から～自
分の足に合った靴を履こう
～」をテーマに、スポーツ店
の方を講師に招き、各部活
動の代表生徒たちは、「健康
と最高のパフォーマンスの
ために正しい靴の履き方を
マスターしよう」と本気に
なって学びました。代表生
徒が学んだことは各部活動
でも伝達していきます。 

 

 
栃木県少年野球大会 第 3 位 
関東少年軟式野球大会栃木県予選 第 3 位 
栃木県吹奏楽コンクール 中学生の部Ｂ部門 金賞  
小山市総合選手 権大会 剣道 

 男子団体     第 3 位 
男子個人 優勝    3年 ○○さん 

第 3 位  3年 ○○さん 
女子個人 準優勝  3年 ○○さん 

小山支部新人強化剣道大会 男子団体 第 3 位 
小山市総合選手権大会（新人）サッカー 優勝 
小山市総合選手権大会（新人）男子バスケットボール 優勝 
小山地区中学校野球大会（新人） 準優勝 小山中・小山第三中※ 
小山地区歯と口の健康週間に関する作品コンクール 

ポスターの部 銀賞 3年 ○○さん 
銅賞  3年 ○○さん 

標語の部      銀賞 2年 ○○さん 
銅賞  3年 ○○さん 

作文の部      銀賞 2年 ○○さん 
銅賞  3年 ○○さん 

栃木県少年の主張発表下都賀大会  
優秀賞 3年 ○○さん 

※小山中野球部は、3 年生引退後、小山第三中学校との合

同チームとして学体連、各種大会へ参加しています。 

栄誉を称えて 褒章の記録

第２学年代表（要旨）○○さん 
「学習面では、1学期、復習シートを上手く活用

できなかった家庭学習の反省を生かし、今学期は

学習量を増やし努力を積み重ねたいと思います。

部活動では練習中の声出しや返事、移動や準備に

全力で取り組み、記録更新を目標に、練習の意味

を考えながら技能を高められるよう真剣に取り組

みたいです。 

そして、今年 2日間開催となり小中祭で復活す

る合唱コンクールなど、最高の学校行事となるよ

う自身の責任を果たすとともに、1学期学級委員

としての経験を生かし 2学期学級委員をサポート

していきます。」 

第３学年代表（要旨）○○さん 
「“夏を制する者は受験を制す”と言われるほど重

要な夏が終わり、充実した 2学期にするための抱

負を立てました。一つ目は受験生に相応しい生活

を送ること。やるべきことを後回しにせず計画的

に学習を進め、受験生としての自覚をもち、自分

を律して、規則正しい生活を心がけたいと思いま

す。二つ目は悔いの残らない部活動にすること。

最後の活動である小中祭での演奏で悔いの残らな

い演奏にします。1年で最も長い 2学期、4年ぶり

の合唱コンクールなど盛り上がる学期となりま

す。気を抜かず受験生として、また、小中を引っ

張る最高学年として充実した学期にしたいです。」 

200時間 

 

生徒と共に「安全・安心」を盤石にする小山中

自助による避難訓練と挨拶ロード通行止め解除 


